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表 コンピュータリテラシ A, B の 4 クラス同時開講の割り振り
火曜日 1 時限 木曜日 1 時限
講師 A 講師 E
講師 B 講師 F
講師 C 講師 G
講師 D 講師 H
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平成22年 4 月から理工学部のコンピュータリテラシ A, B は，表 1 に示すように，火曜日と木曜日の 1
時限に 4 クラス同時開講することになった。その理由は今年度までのクラス編成だと収容人員80人クラ
スに90名，或いは110名以上の履修登録クラスが生じているので，その改善策として火曜日の 1 時限と木
曜日の 1 時限に限定することで，その時間に他の講義を入れないようにするという理工学部との話し合
いで実現した。各クラスを50人以下にすることで現在の80人クラスから少人数化ができる。従って，よ
り目の届いた教育ができるであろうという期待もある。
再履修の学生が現在の80人クラス体制を崩しているので，再履修クラスは水曜日の 1 時限に80人クラ
スとして準備する。再履修生は履修科目の取り方が複雑になるので，なかなか規格化ができない。再履修
生の問題は今後も尾を引くと思われる。
4 クラス同時開講は各クラスの履修内容を揃える必要がある。それが，ここで考える平準化の問題であ
る。各クラスを完全に同じにする必要は無いと考えている。それは履修者の状況に依って学習進度は異な
ることは当然予想されるからである。ここで考える平準化とは学習項目の統一である。4 クラス同時編成
なので学習項目は最低限を考える。理工学部がコンピュータリテラシ A, B で要望しているのは，コンピ
ュータリテラシ A は政法文の合同科目である情報処理 A と情報処理 B の一部を併せた内容であり，コン
ピュータリテラシ B では Excel のマクロや VBA（Visual Basic for Application）である。コンピュータリ
テラシ A はプログラミングの知識が無くてもアプリケーションソフトの使用経験で教えられるが，VBA
は Visual Basic というプログラミング言語を使用できるようにするということである。理工学部のコン
ピュータリテラシは Word, Excel, Power Point 等のツールを使えるということとプログラミングへ向け
ての橋渡しをするという目的が有るように思われる。コンピュータリテラシ B が，この橋渡しの役割を
担っていると考えられる。従って，コンピュータリテラシ B では，この役割を果たすように講義を実施
する必要がある。担当する講師にはプログラミングの経験と能力が要求される。
用件を満たす講師が揃ったとしても，教え方や何を重要とするかの考え方は異なる。従って，強い束縛
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はしなくても，教える内容の最低基準は統一されていなければならない。最低基準として考えられるもの
は次の通りである。
Excel マクロを有効にする手続き
Excel のセルと Visual Basic コマンドとの連携
関数の種類とその使い方
制御用コマンドの使い方
ここに述べた後半の二つは Excel とは直接関係なく，Visual Basic プログラミングコードを知るという
ことである。セルの操作は 2 番目の項目になる。1 番目は国士舘大学の設定ではマクロを有効にしていな
いからである。教育的には，どのような手続きで有効にするかはプログラムソフトを使うという視点から
必要だと考えている。この手続きが書かれている教科書を参考文献に掲げた。
次に問題になるのは，平準化を実現する方法である。方法としては，次の 2 通りしか無いであろう。
共通の教科書
共通に講義利用する資料
教科書に関しては，教科書を買わない学生が増えたのと教科書を忘れるというケースが有る。また，教
科書の価格と取り扱う内容が問題になる。講義支援システム Jenzabar が有るので，講義に使用する資料
の共通化が平準化を行う目的に合致すると考える。
国士舘大学のコンピュータシステムとして使えるものは次の通りである。
Jenzabar（講義支援システム），学内・学外からの利用可
ネットワークフォルダー（講義用フォルダー），学内からの利用のみ
Webサイト（ホームページ，FTP），学内・学外からの利用可
どれも認証を付けての利用にできるが，3 番目の Web サイトはホームページのメンテナンスの問題が
ある。1 番目の Jenzabar は講義担当の教員は 1 名しか付けられない。チューターとして教員を補助する
形なら複数の人員を設定することができる。ネットワークフォルダーは学内からのみなで，非常勤講師の
利便性は良いとは言えない。現状では，教員用に共通使用する資料をネットワークフォルダーに置き，来
校時に学内から Jenzabar に各先生が配布資料としてアップロードするしかないと思われる。
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